
天

界

第
五
十
六
號

（
第
五
忽
）
　
大
正
十
四
年
九
月
號

宇
宙
の
構
造
に
就
て
（
二
）

瑞
典
ル
ン
ド
天
文
皇
長
　
C
・
V
・
L
、
シ
ヤ
リ
エ
ー
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コ
口
二
　
講

ウ
ィ
リ
ア
ム
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
卿

　
過
去
撒
千
年
の
間
、
幾
多
の
天
文
學
者
や
哲
怠
者
達
が
、
我
が
太
陽

系
の
彼
方
、
数
知
れ
ぬ
星
辰
の
宇
宙
の
構
造
に
就
い
て
。
何
某
か
の
概

念
を
得
る
爲
め
に
、
如
何
に
輸
し
き
努
力
を
し
た
か
。
そ
れ
は
第
一
講

に
於
て
述
べ
た
所
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
彼
等
の
研
究
の
根
底
に
は
大

き
な
も
の
が
訣
け
て
居
た
。
そ
れ
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
直
接
観
測
ε

言
ふ
事
で
あ
る
が
、
こ
の
首
鼠
の
材
料
に
始
め
て
基
礎
を
置
い
て
，
新

宇
宙
翻
を
組
立
て
た
の
は
實
に
近
世
星
辰
天
文
翠
の
父
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

ハ
ー
シ
ェ
ル
卿
で
あ
っ
た
。

　
で
、
余
は
彼
の
星
辰
系
の
構
造
に
就
て
述
べ
る
前
に
彼
の
生
涯
の
大

艦
を
物
語
ら
う
。

　
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
ウ
イ
ル
ェ
ル
ム
、
ヘ
ル
シ
ェ
ル
（
軍
冨
脅
凶
畠
老
ま
①
H
日

浮
・
・
，
。
｝
邑
）
は
、
も
一
こ
も
ε
、
純
梓
の
猫
一
系
の
人
で
、
彼
が
ウ
ィ
リ
ア

ム
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
（
奢
真
鴨
自
窪
窪
＆
ぐ
」
晶
一
繭
ふ
名
前
で
英
國
の
市
民
マ
」

な
っ
た
の
は
↓
千
七
百
九
十
三
年
四
月
の
三
＋
日
で
あ
っ
弛
。
彼
の
父

も
、
三
組
父
も
皆
、
純
樺
な
猫
逸
の
市
民
で
，
名
前
は
や
は
り
ヘ
ル
シ

ェ
ル
で
あ
っ
た
。
彼
の
一
族
は
、
藪
代
の
闇
心
太
利
境
の
ザ
ク
セ
ン

（
Q
Q
鋤
O
｝
日
u
唖
O
口
）
に
住
ん
で
居
た
や
う
で
あ
る
が
、
ザ
ク
セ
ン
に
は
メ
ー
レ
ン

（
三
雲
8
）
か
ら
移
住
し
て
來
た
も
の
だ
一
こ
言
は
れ
て
居
る
。
然
る
に
彼

の
父
の
代
に
な
っ
て
。
部
ち
彼
の
父
イ
ヅ
ー
ク
、
ヘ
ル
シ
ェ
ル
（
H
。
・
p
9

閏
塞
。
匿
）
が
ハ
ン
ノ
ー
フ
エ
ル
（
甲
二
面
。
＜
．
・
不
二
に
近
い
玉
垂
の
海
岸
地

方
）
の
英
國
近
衛
歩
兵
の
軍
樂
隊
の
ボ
ー
ト
ボ
イ
（
ゲ
、
き
3
）
ぐ
」
言
ふ
樂

器
の
吹
湊
者
に
な
っ
た
爲
め
、
そ
の
地
に
移
り
佳
ん
だ
。
そ
し
て
こ
の

地
で
、
千
七
百
三
十
八
年
十
一
月
十
一
日
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
生
れ
た
の
で

あ
る
。

一
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一
千
七
百
十
四
年
、
ハ
ン
ノ
ー
フ
エ
ル
大
鷲
國
は
何
一
か
特
種
一
な
條
約

で
英
國
－
こ
同
盟
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
，
こ
し
て
英
國
は
、

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
の
有
名
な
七
年
号
箏
に
か
・
り
合
ふ
、
毒
言
ふ
こ
こ

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
が
彼
の
父
の
職
業

を
禮
ご
で
，
ハ
ン
ノ
ー
フ
エ
ル
近
衛
兵
の
伶
入
、
こ
な
っ
た
の
は
隷
が
未

だ
十
四
麺
ω
時
で
あ
る
が
、
彼
も
や
っ
ぱ
り
．
u
年
恥
雫
に
九
つ
さ
わ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
は

て
居
た
一
り
何
で
も
，
こ
の
軍
樂
隊
に
加
は
る
際
盲
い
所
で
ウ
ィ
リ
ア
ム

が
軍
除
か
ら
脱
走
し
た
ミ
言
ふ
や
う
な
話
も
あ
る
が
，
ド
レ
イ
ヤ
ー
の

説
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
何
か
の
訳
傳
だ
一
こ
言
ふ
事
で
あ
る
、

　
一
千
七
百
五
十
八
年
早
々
彼
は
製
罐
に
渡
り
、
ダ
ル
ハ
ム
軍
縁
の
軍

出
塁
…
隊
の
指
…
韓
下
目
に
な
っ
た
　
亘
ハ
後
千
七
百
六
十
五
年
・
に
は
ハ
リ
フ
ァ
ッ

ク
ス
の
オ
ル
ガ
ン
師
ミ
な
り
、
千
七
百
七
十
九
年
に
は
、
バ
ー
ス
（
鼎
陣
）

の
管
絃
樂
の
指
揮
者
－
こ
な
っ
た
が
、
こ
の
地
に
、
彼
は
恩
讐
學
者
－
こ
し

て
互
生
を
終
る
ま
で
住
ん
で
居
た
。

　
彼
が
音
響
に
異
常
の
興
味
を
も
つ
て
居
た
の
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
彼

は
少
く
¶
≧
も
十
八
以
上
の
交
響
樂
を
作
曲
し
て
居
る
や
う
で
あ
る
が
、

私
の
知
る
面
上
で
は
、
一
つ
も
蛇
行
さ
れ
て
居
な
い
。
然
し
彼
は
決
し

て
音
樂
だ
け
で
は
な
く
色
々
の
他
の
研
究
に
も
從
署
し
て
居
た
の
で
あ

る
。
音
樂
の
理
論
に
封
ず
る
電
界
「
こ
し
て
彼
は
次
の
様
な
こ
，
こ
を
言
っ

て
居
る
。
『
私
は
以
前
総
て
の
藪
學
の
部
門
、
代
敷
學
、
解
折
幾
何
學
、

微
分
學
に
聖
心
没
頭
し
ま
し
た
』
ミ
。
彼
は
、
マ
ク
ロ
！
リ
ン
の
微
分

學
（
一
自
屋
図
一
〇
埠
u
隠
）
ス
ミ
ス
の
光
學
フ
エ
ル
グ
ソ
ン
の
天
文
學
を
学
ん
だ
。
彼

二

の
批
判
力
は
次
の
彼
自
身
の
告
白
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
郎
ち

曰
く
『
私
は
信
頼
－
こ
言
ふ
事
に
は
決
し
て
た
よ
ら
す
に
、
他
の
人
か
前

に
見
た
事
を
幅
自
身
の
眼
で
見
や
う
・
ご
決
心
し
ま
し
た
』

　
先
づ
其
の
ヂ
始
め
一
こ
し
「
、
、
彼
は
小
さ
な
屈
折
望
遠
鏡
を
賃
借
し
て

來
．
－
。
然
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
よ
つ
て
彼
が
見
た
所
の
も
の
は
、
唯
彌

々
無
精
に
彼
の
好
奇
心
を
そ
そ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
・
に
お
い
て
か

彼
は
爾
來
彼
自
身
光
學
器
械
師
に
な
ら
う
ε
す
る
の
決
心
を
固
め
た
の

で
あ
る
。
か
く
し
て
彼
は
望
遠
鏡
の
製
作
に
從
凝
し
た
の
で
め
る
が
、

諸
君
の
御
存
知
の
通
り
、
其
の
當
時
に
あ
っ
て
は
。
善
い
屈
折
望
遽
鏡

を
作
る
¶
こ
言
ふ
事
は
農
牧
差
の
爲
め
に
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
は

反
射
望
遠
鏡
を
志
し
た
。
彼
の
第
一
の
鏡
は
千
七
百
七
＋
五
年
に
出
來

た
。
以
南
彼
の
技
術
は
次
第
に
優
れ
て
來
て
、
千
七
百
八
十
「
年
ま
で

に
二
百
個
以
上
の
七
吠
焦
黙
距
離
反
射
鏡
、
百
五
十
個
場
上
の
十
沢
焦

貼
距
離
反
射
鏡
及
約
八
個
の
二
十
吠
焦
鮎
距
離
反
射
鏡
を
完
成
し
た
。

　
彼
は
、
か
く
し
て
音
信
者
ε
し
て
の
職
業
の
飴
暇
に
観
測
に
從
事
し

次
第
に
其
の
時
間
を
喫
し
、
千
七
百
八
十
年
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
王
立
天

文
協
會
に
、
其
の
観
測
の
結
果
を
提
出
し
出
し
た
の
で
あ
る
。
ハ
ー
シ
ェ

ル
の
生
涯
の
一
幕
期
は
胎
齢
百
八
＋
二
年
の
天
王
星
の
嚢
見
で
あ
る
。

（
彼
は
そ
れ
を
最
初
彗
星
だ
ε
思
っ
た
）
o
彼
は
同
年
、
御
用
天
曳
家

（
労
農
鋤
璽
§
。
B
3
に
指
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
彼
の
天

文
家
．
し
し
て
の
仕
事
は
，
最
早
や
、
他
の
職
業
に
よ
つ
て
、
経
濟
上
の

心
配
を
す
る
必
要
か
な
く
な
っ
た
。



鵠磐

　
ハ
ー
シ
ェ
ル
に
は
一
人
の
妹
が
あ
っ
た
。
師
ち
カ
ロ
リ
ン
、
ハ
ー
シ

ェ
ル
（
O
鋒
一
ぢ
0
団
0
肖
塁
）
で
あ
る
が
、
彼
女
は
千
七
百
七
十
二
年
以
來

そ
の
兄
の
た
え
ざ
る
侶
選
者
で
あ
り
、
家
政
婦
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、

そ
の
始
め
の
頃
は
、
書
誌
の
助
手
で
あ
り
、
後
に
は
彼
の
天
文
事
業
の

協
力
者
で
あ
っ
た
。
而
も
彼
女
が
天
文
実
音
に
於
て
有
名
な
る
は
，
た

だ
に
彼
女
が
そ
の
兄
の
助
手
で
あ
っ
た
ミ
言
ふ
こ
ミ
の
み
な
ら
す
、
彼

女
自
身
観
測
者
で
あ
り
．
彗
星
の
襲
見
者
で
あ
っ
牝
か
ら
で
あ
る
。

　
『
然
し
、
彼
女
の
仕
事
の
或
る
一
部
分
を
他
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時

が
來
た
』
千
七
百
八
十
八
年
五
月
八
日
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
は
ロ
ン
ド
ン
の
或

る
商
人
の
娘
で
ジ
ョ
ン
、
ピ
ツ
ト
ミ
言
ふ
人
の
未
亡
人
マ
リ
ー
（
ン
貯
k
）

¶
、
」
結
婚
し
牝
。
そ
の
時
彼
は
五
十
歳
、
彼
女
は
三
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

彼
等
の
間
一
人
の
子
が
生
れ
た
。
落
ち
ジ
ョ
ン
，
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
、
ハ

ー
シ
ェ
ル
（
｝
o
犀
⇔
団
H
①
畠
①
覧
。
閃
出
。
一
．
い
。
酎
巴
）
で
、
千
七
百
九
十
二
年
に
生
れ
、

後
世
の
大
天
文
管
領
そ
の
入
で
あ
る
。

　
マ
リ
ー
は
そ
の
性
温
順
可
憐
な
婦
入
で
あ
っ
て
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
家
庭

生
活
を
こ
よ
な
く
幸
福
に
し
た
の
み
な
ら
す
、
彼
女
の
有
し
た
前
の
良

人
の
慧
産
は
其
の
生
活
に
著
し
い
潤
澤
を
も
た
ら
し
た
ミ
言
は
れ
て
居

る
。
　
こ
の
新
し
く
湧
い
て
來
た
財
政
的
な
豊
か
な
境
遇
に
よ
つ
て
、
ハ
ー

シ
ェ
ル
は
慰
年
短
期
或
は
長
期
の
急
行
を
す
る
事
が
出
着
た
。
こ
れ
等

の
族
行
の
う
ち
で
特
に
今
日
興
味
深
い
も
の
は
、
千
八
百
二
年
の
巴
里

行
で
．
こ
の
族
行
で
，
彼
の
（
学
び
に
ラ
プ
ラ
ー
ス
の
）
宇
宿
観
し
關
伽

る
哲
學
的
見
計
に
日
導
の
光
明
を
見
出
し
た
。
余
は
次
に
彼
の
自
叙
傳

か
ら
二
三
の
記
事
を
引
用
し
て
見
や
う
。

　
そ
れ
は
、
千
八
百
二
年
ア
ミ
ア
ン
の
講
和
條
約
の
す
ぐ
後
で
あ
っ
た

が
し
ば
ら
く
の
間
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
馬
首
の
族
行
者
に
門
戸
を
開
放
し

た
事
が
あ
っ
牝
。
ハ
ー
シ
ェ
ル
は
彼
の
妻
荒
子
を
打
送
れ
て
フ
ラ
ン
ス

に
渡
っ
た
の
で
あ
る
が
、
巴
里
で
彼
等
は
同
地
の
科
評
者
蓬
に
非
常
に

丁
寧
に
観
乱
せ
ら
れ
た
。
巴
里
に
滞
在
し
て
居
ろ
間
に
於
け
る
最
も
興

味
あ
る
事
柄
は
彼
が
ラ
プ
ラ
…
ス
の
紹
介
に
よ
っ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
ε
面

灯
し
た
時
の
記
事
で
あ
る
。
彼
は
次
の
如
く
書
い
て
居
る
。

　
『
第
一
執
政
官
（
固
．
・
。
け
0
8
、
【
∂
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
）
は
落
懸
を
導
き
て
一
室

に
到
り
、
暫
く
平
話
を
交
せ
し
が
、
や
が
て
彼
自
ら
椅
子
に
よ
り
次
に

余
に
向
い
て
乱
丁
厚
く
椅
子
に
座
す
べ
く
推
め
ら
れ
t
り
。
か
、
る
言

葉
は
我
等
の
連
中
の
他
の
誰
に
も
與
へ
ざ
り
け
れ
ば
、
彼
等
は
↓
入
－
こ

し
て
座
す
る
も
の
な
か
り
き
。
余
は
第
一
執
政
官
の
余
を
遇
す
る
厚
き

に
恐
縮
置
く
所
を
知
ら
す
一
浪
し
て
立
ち
な
が
ら
た
穿
休
息
の
姿
勢
を

帰
こ
り
き
。
か
く
て
第
一
執
政
官
は
余
に
天
恵
學
弄
び
に
特
記
の
構
造
に

齢
し
て
質
問
さ
れ
け
れ
ば
、
余
は
彼
に
大
ひ
な
る
満
足
を
與
ふ
る
も
の

ε
思
は
る
、
答
を
な
せ
り
。
彼
は
叉
ラ
プ
ラ
ス
氏
に
向
い
、
同
題
目
に

就
て
語
り
、
同
氏
噛
こ
可
な
り
の
議
論
を
交
さ
れ
た
る
が
、
彼
は
卓
越
せ

る
数
學
者
（
ラ
プ
ラ
ス
）
の
そ
れ
ε
そ
の
意
見
を
異
に
せ
り
き
。
而
も
か

卸
る
相
異
起
み
や
第
一
執
政
宮
は
感
嘆
詞
を
投
じ
、
（
其
の
時
余
等
は
星

辰
界
の
塗
り
に
就
い
て
語
り
居
た
る
が
）
彼
は
驚
嘆
の
聲
高
く
「
然
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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ば
こ
れ
等
す
べ
て
の
も
の
」
作
者
は
何
者
ぞ
」
S
問
は
れ
た
勉
ラ
プ

ラ
ス
氏
は
、
自
然
の
因
果
律
の
連
鎖
に
よ
っ
て
、
こ
の
驚
く
べ
き
星
辰

系
の
轟
成
ε
保
存
書
の
生
す
る
を
談
せ
ん
一
こ
欲
し
た
り
き
Q

　
『
然
れ
，
こ
も
第
一
執
政
官
は
寧
ろ
違
警
せ
ら
れ
た
り
き
○
こ
の
閲
題
に

就
い
て
は
多
く
論
ぜ
ら
れ
た
る
も
要
ず
る
に
、
爾
人
の
議
論
を
ご
言
に

蓋
せ
ば
「
自
然
－
こ
自
然
界
の
神
ミ
」
に
到
達
す
る
な
る
べ
し
』

　
こ
の
逸
話
は
色
々
に
傳
へ
ら
れ
て
居
る
や
う
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ

が
事
實
に
基
い
て
居
る
事
は
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
ノ
ー
ト
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
而
も
面
白
い
の
は
こ
の
訪
問
の
日
付
け
で
あ
る
（
千
八
百
二
年
八
月

八
日
）
。
同
じ
年
に
（
佛
蘭
西
革
命
暦
で
第
十
一
年
）
ラ
ブ
ラ
ー
ス
は
彼
の

沈
沈
力
學
（
塞
8
乱
ρ
器
蚤
・
絡
）
の
第
三
巻
を
糞
越
し
た
が
、
彼
は
そ
れ

を
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
捧
げ
て
居
る
。
巻
頭
に
曰
く
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
治
安
者

な
る
英
雄
（
に
捧
ぐ
）
」
（
国
ゆ
H
・
・
。
冨
。
量
器
霞
餌
2
．
守
ξ
Φ
）
S
。
吾
々
の
時

代
か
ら
見
れ
ば
（
ヨ
i
p
ッ
パ
の
治
安
者
な
「
ご
・
こ
言
ふ
の
は
）
寧
ろ
皮
肉

の
や
う
に
聞
え
る
が
、
然
し
♪
プ
ラ
ス
は
↓
千
八
百
二
年
三
月
の
ア
ミ

ア
ン
講
和
條
約
に
基
い
て
か
く
言
っ
た
の
で
あ
る
。
通
俗
の
物
語
の
傳

ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ラ
プ
ラ
ス
に
次
の
様
に
言
っ
た
そ

う
で
あ
る
『
余
は
君
の
本
を
非
常
に
面
白
く
讃
ん
だ
。
だ
が
余
は
そ
の

本
に
神
の
名
前
を
見
出
さ
な
か
っ
た
』
－
こ
。
こ
れ
に
答
へ
て
ラ
プ
ラ
ス

は
次
の
如
く
言
っ
た
一
こ
言
は
れ
て
居
る
『
私
は
そ
の
学
説
の
必
要
を
認

め
な
か
っ
た
』
（
｝
①
昌
、
弩
2
び
の
。
・
。
ぎ
餌
①
8
箒
ξ
℃
。
臣
Φ
。
・
Φ
●
）
ハ
ー
シ
ェ
ル
は

前
に
言
っ
た
様
に
、
伺
じ
事
を
他
の
形
に
於
て
述
べ
て
居
る
の
で
あ
る

四

　
清
書
シ
ェ
ル
ハ
千
八
百
二
十
一
年
八
月
二
十
五
日
八
十
二
歳
の
高
齢

を
も
つ
て
永
眠
し
た
。
ア
プ
ト
ン
の
聖
ロ
ー
レ
ン
ス
寺
院
に
あ
る
彼
の

お
く
つ
き

噴
墓
に
は
次
の
藪
語
が
刻
ま
れ
て
あ
る
。

　
　
　
蒼
守
關
門
破
陣
者
之
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
Φ
H
o
誉
ヨ
鷲
巨
毛
詳
。
邸
一
爵
即
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
講
鋤
く
）

　
　
附
言
。
ハ
ー
シ
ェ
ル
が
用
ひ
た
反
射
鏡
の
窟
眞
に
天
界
第
二
巷
ハ
ー
シ
ェ
ル

　
　
　
　
紀
念
號
の
中
に
出
て
居
ろ
。
御
髪
照
な
乞
ふ
（
三
者
）

　
　
　
　
ー
ー
陀
　
よ
　
り
f

　
暑
中
御
見
舞
申
し
ま
す
（
中
略
）
．

　
藪
年
前
か
ら
厚
射
鏡
の
製
造
を
や
り
た
い
ミ
思
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
、

此
の
春
い
よ
く
取
り
か
』
り
、
先
日
鍍
銀
い
た
し
ま
し
た
。
中
々
思

ふ
機
な
パ
ラ
ボ
ラ
の
影
は
得
ら
れ
ぬ
も
の
で
　
素
人
の
観
望
用
で
す
か

ら
、
さ
う
良
い
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
然
し
、
鍍
銀
し
た
重
日
、
未
だ

乾
か
ぬ
内
に
、
取
り
出
し
て
、
夜
の
月
や
、
木
星
等
を
見
た
其
の
美
し

さ
、
前
面
に
鏡
を
立
て
か
け
て
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
式
に
軸
外
に
像
を
作
り

ア
イ
ピ
ー
ス
で
籏
大
し
た
の
で
す
が
、
鏡
が
四
・
五
吋
な
の
で
相
當
明
る

く
、
色
も
着
か
ぬ
、
デ
テ
ー
ル
の
明
細
な
月
面
、
或
は
コ
ー
マ
が
出
ま

す
が
衛
星
四
つ
が
月
夜
の
薄
明
の
中
に
づ
ら
り
ミ
な
ら
ん
だ
木
星
の
美

は
筆
紙
に
渡
せ
ま
せ
ん
。
未
だ
初
め
て
な
の
で
銀
の
著
き
が
悪
る
く
、

ナ
メ
シ
皮
で
磨
く
一
こ
、
す
ぐ
は
け
た
の
で
、
も
う
一
度
や
り
な
ほ
す
の

で
す
が
，
此
の
位
の
反
射
鏡
は
同
好
會
員
全
部
が
所
有
す
る
義
務
が
あ

る
ε
感
じ
ま
す
。
い
つ
れ
叉
、
完
成
の
上
、
御
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
よ

ろ
こ
び
の
侮
り
：
・
…
…
…
…
…
・
：

　
入
月
七
日
　
　
　

姫
路
岡
田
幸
雄

山
本
　
一
　
清
聴


